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「精良優美」な生糸づくり

グンゼは何鹿郡（現：京都府綾部市）の地場産業であった蚕糸業の発展のため、

1896年に設立されました。創業の精神として「人間尊重」「優良品の生産」「共存共栄」

を掲げ、それはいつしか、時代に左右されない経糸（たていと）に、時代のニーズに

寄り添う姿勢を緯糸（よこいと）として社会に貢献してきました。

機能ソリューション事業への発展

絹糸を出発とした繊維業は今日ではアパレル製品へ、アパレル用のプラスチック包装材

を自社生産したことをきっかけに、プラスチック成型加工技術は機能ソリューション事

業へと発展を遂げました。

1982年、プラスチックフイルム事業で培った技術力をさらに発展させ、

エンプラ（高機能プラスチック）の領域で事業を本格的にスタート。

長年にわたる技術開発と顧客に寄り添う姿勢を大切に、各分野の多様なニーズに対応

した製品ラインナップを構築し、現在では9割以上がカスタマイズ品となりました。

エンプラ事業の誕生

製品が活躍する主な分野

OAプリンティング分野 産業機器分野 半導体分野 医療分野

複合機やプリンターの部品に

使用され、印刷品質の向上や

印刷スピードの高速化に

貢献しています。

センサー絶縁や工業用ローラーの

保護など、あらゆる製品の

機能性向上やお困りごとの

解決に貢献しています。

高いクリーン性の求められる

薬液配管などに使用され、

高精度な半導体製造を

支えています。

医療用器具の製造に

フッ素樹脂チューブが使用される

など、低侵襲治療の発展に貢献し

ています。

エンプラ事業部の強み

お客様に寄り添い、課題を把握

お客様との会話の中でお困り事をお伺いし、

個別のニーズを把握します

要求仕様に合わせた樹脂選定から、成型・延伸・加工といった

コア技術を自在に組み合わせ、製品を提案します。

樹脂選定から成型・加工まで

最良なソリューションを提案
カスタマイズされたオンリーワン製品を提案します。

今では製品の9割以上はカスタム製品です。

エンプラ事業部の成り立ち

エンプラ事業部

生産拠点

販売拠点

〒530-0001

大阪市北区梅田2丁目5番25号

ハービスOSAKA オフィスタワー21F

大阪

〒105-7315

東京都港区東新橋1丁目9番1号

東京汐留ビルディング15階

東京

〒483-8322

愛知県江南市村久野町鳥附1

江南工場



創立

資本金

代表取締役社長

従業員数

明治29年（1896年）

26,071百万円

佐口敏康

1,401名（単体）
4,339名（連結）


（2025年3月31日現在）

グンゼ概要

事業内容

2026年、当社は
創立130周年を迎えました

グンゼ株式会社

会社概要

機能ソリューション事業 アパレル事業 メディカル事業

グンゼ株式会社　エンプラ事業部 https://www.gunze.co.jp/epd/

開発・ご相談は

〈営業窓口〉 東京 大阪080-6596-4876 080-6596-4872（担当：山本） （担当：長崎） ［ホームページ］ ［YouTube］

・プラスチックフイルム分野
・エンプラ分野
・メカトロニクス分野

ライフクリエイト事業

縫合糸から縫合補強材、骨接材、
人工真皮など「生体内吸収性」に
着目した医療機器の製造と販売
を行っています。

お客さまの日々の生活に寄り添った
インナーウエア、レッグウエア、
ライフスタイルウエアを通じて
ここちよい暮らしをサポートします。

・アパレル分野
・繊維資材分野

・メディカル分野
・商業デベロッパー
・環境緑化分野
・スポーツクラブ分野
・エンジニアリング分野

施設運営や緑化事業を通じて、
環境に配慮したここちよい暮らし
をサポートします。

高機能なプラスチック製品を通じて
お客様や産業分野の課題解決に貢献
しています。

創業からの歴史や近年の取組を
Webページよりご覧頂けます。

あゆみ
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